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１ 

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
活
動
を

	

企
画
・
運
営
す
る
体
制
づ
く
り

2 

一
括
交
付
金
を
地
域
課
題
の
解
決
に

	

有
効
活
用

3 

役
員
の
な
り
手
不
足
は
組
織
の
工
夫
で

	

対
応
（
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材

	

バ
ン
ク
の
活
用
）

4 

役
職
兼
務
の
解
消
や
任
務
の
分
散
化

	

で
役
員
の
負
担
軽
減

5	

交
流
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
位
置
づ
け

	

を
理
解

1 

地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
の
特
性
を

	

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

	

た
め
交
付
さ
れ
る

2 

使
途
を
特
定
さ
れ
ず
に
地
域
の
考
え

	

で
自
由
に
活
用
で
き
る

3 

適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
積
立
や

	

繰
越
が
可
能

設
立
目
的
と
一
括
交
付
金
を
地
域
の
人
に

説
明
し
て
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
内
容
を

多
く
の
人
に
、
理
解
し
て
頂
く
こ
と
が
必
要
と

感
じ
て
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
単
位
自
治
会
の
役
員
も

大
幅
に
交
代
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
３
０
５

自
治
会
の
う
ち
、２
６
３（
86
％
）
の
自
治
会
が

新
し
い
自
治
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
自
治
会
活
動
に
と
っ
て
、
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
重
要
な
年
と
捉
え
て

い
ま
す
。

合
併
13
年
目
の
磐
田
市
は
、
社
会
環
境
の

急
激
な
変
化
に
対
応
し
、
多
く
の
課
題
を

克
服
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
、
価
値
感
の

多
様
化
か
ら
、
地
域
の
在
り
方
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の

驚
異
的
な
発
達
な
ど
、
自
治
会
活
動
も
新
た
な

対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
平
成
26
年
度
か
ら
、
自
治
会

連
合
会
は
行
政
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
と
い
う
新
た
な
組
織
で
、
対
処
す
る

こ
と
が
最
善
と
合
意
し
ま
し
た
。

年
度
初
め
に
、
改
め
て
地
域
づ
く
り
協
議

会
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

し
ま
し
た
。
こ
の
組
織
が
機
能
し
、
活
発
な

活
動
に
よ
っ
て
自
治
会
の
様
々
な
課
題
が
解
消

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
す
組
織
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
、

防
災
、
防
犯
、
交
通
安
全
、
教
育
、
地
域
交
流
、

環
境
整
備
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
優
先
度
が

異
な
り
ま
す
。
住
民
の
地
域
へ
の
関
心
度
の

差
が
、
地
域
づ
く
り
に
影
響
し
ま
す
。
未
来
を

見
据
え
た
判
断
で
次
世
代
に
誇
れ
る
地
域
が

構
築
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

磐
田
市
津
波
対
策
事
業
基
金
は
、
今
後

想
定
さ
れ
る
津
波
か
ら
市
民
の
生
命
財
産

を
守
る
た
め
の
防
潮
堤
整
備
な
ど
、
津
波

対
策
事
業
の
経
費
に
充
て
る
こ
と
を
目
的

に
磐
田
市
が
設
置
し
た
基
金
で
す
。
自
治

会
連
合
会
で
は
、
互
助
の
精
神
の
も
と
、

次
世
代
に
安
全
で
安
心
な
地
域
を
残
し
て

い
く
た
め
に
、
平
成
26
年
度
か
ら
の
3
カ

年
の
活
動
と
し
、
基
金
へ
の
募
金
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
3
年
間
の
募
金
総
額

は
表
の
と
お
り
で
す
。
平
成
28
年
度
末
を

も
っ
て
当
初
予
定
し
て
い
ま
し
た
3
年
が

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜 29 地区・305 自治会の力の結集で安全安心のまちづくりに努めています 〜

自治会連合会長

村上 勇夫

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
推
進
に
つ
い
て

磐田市津波対策事業基金へのご協力ありがとうございました

一
括
交
付
金
の
趣
旨
と
特
徴

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
目
的

「
安
全
、
安
心
で
、
住
ん
で
い
て

　
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

実
現
の
た
め
に

期　間 募集金額

第 1次
（平成 26年 12 月〜
平成 27 年 2月）

15,546,361 円
（292 自治会）

第 2次
（平成 27年 9月〜
平成 27 年 11 月）

15,987,813 円
（298 自治会）

第 3次
（平成 28年 9月〜
平成 28 年 11 月）

15,662,437 円
（300 自治会）

合　計 47,196,611 円



今
年
度
は
、
役
員
や
自
治

会
長
の
交
代
期
に
な
り
、

磐
田
支
部
に
お
い
て
も

１
４
２
名
の
自
治
会
長
の
う
ち

１
１
0
名
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
全
域
で

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
も

発
足
し
ま
す
。「
地
域
づ
く
り
」

と
は
、
福
祉
・
防
犯
・
防
災
・

子
供
・
文
化
等
の
活
動
を
単
位

自
治
会
で
な
く
、
地
域
で
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、
こ
れ
か
ら
の
、

地
域
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
新
自
治
会
長
の
元
で
自
治
会
内
の
結
束
・
協
力
体
制
を

強
め
て
、
活
動
を
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

見付地区長
林 浩巳

中泉地区長
星野 勝彦

西貝地区長
中村 和良

天竜地区長
鈴木 克巳

今之浦地区長
樋口 栄造

於保地区長
鈴木 義親

井通地区長
廣幡 喜代輔

大藤地区長
田中 好二

岩田地区長
青島 浄

田原地区長
鈴木 通

御厨地区長
新貝 雅海

向笠地区長
三浦 靖男

南御厨地区長
藤原 孝一

池田地区長
兼子 孝宏

富岡地区長
鈴木 猛

豊田東地区長
菊地 武光

青城地区長
大澤 房男

●
磐
田
支
部

支
部
長
　
水
野 

勲

●
豊
田
支
部

支
部
長
　
島
岡 

信
生

長野地区長
古山 晴海

昨
今
の
私
達
を
取
り
巻
く

環
境
は
時
代
の
変
化
と
共
に

想
定
外
の
災
難
を
想
定
し
、
常
に

危
機
管
理
意
識
を
持
っ
て
日
々
の

生
活
を
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
自
然
界
で
は

気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
・
竜
巻

又
南
海
ト
ラ
フ
、
そ
し
て
人
間

社
会
に
お
い
て
は
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
等
に
よ
る
犯
罪
や

増
加
す
る
麻
薬
患
者
、
高
齢

者
の
運
転
事
故
、
貧
困
に
よ
る

窃
盗
・
強
盗
な
ど
想
定
外
の

事
件
・
事
故
に
遭
遇
さ
れ
か
ね

な
い
時
代
で
す
。
そ
の
災
難

防
衛
の
た
め
に
、
常
日
頃
か
ら

防
犯
・
交
通
・
防
災
の
訓
練
は

も
ち
ろ
ん
、
自
治
会
活
動
を

通
し
て
住
民
相
互
の
絆
を
深
め
、

お
互
い
が
助
け
合
え
る
明
る
い

「
ま
ち
」
づ
く
り
に
向
か
っ
て

さ
ら
に
邁
進
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
域
の
取
り
ま
と
め
役

　
　
　
　

を
紹
介
し
ま
す



自
治
会
活
動
は
安
心
安

全
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

共
生
・
共
助
が
人
間
社

会
の
原
点
で
あ
り
、「
一
人
は

み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん

な
は
一
人
の
た
め
に
」
の

精
神
で
地
域
に
恩
返
し
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

変
身
資
産
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
し
て
新
し
く

開
か
れ
た
姿
勢
を
持
ち
活
動
す
る
。
ま
さ
し
く
こ
れ
は
自
治
会

活
動
を
通
じ
て
出
来
る
も
の
だ
と
信
じ
ま
す
。

地
域
社
会
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
、
人
間
関
係
は
生
ま
れ
ま
す
。

面
倒
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
も
、
あ
え
て
実
行
し
て
い
け
ば
、

信
頼
関
係
が
深
ま
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
、
市
よ
り
の

一
括
交
付
金
を
受
け
て
、

交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

組
織
「
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
が
動
き
出
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
、

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が

「
自
助
・
共
助
」
の
意
識
を

強
め
て
、
地
域
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
ま
い
り
ま
す
。「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
守
り
、
育
て
る
」
…

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
、共
に
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
地
域
や
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
「
恩
返
し
」
す
る

つ
も
り
で
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
努
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南地区長
石川 好三

北地区長
原田 孝

福田中地区長
山田 正美

福田南地区長
星野 秀次郎

東地区長
山下 恭史

西部地区長
田中 健一

豊浜地区長
伊藤 富次夫

北部地区長
山田 孝行

●
豊
岡
支
部

●
竜
洋
支
部

●
福
田
支
部

支
部
長　

杉
浦 

聖

支
部
長
　
深
田 

研
典

支
部
長
　
藤
田 

允

自
治
会
連
合
会
の
活
動
は
、

今
ま
さ
に
過
渡
期
に
あ
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
協
議
会
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、

自
治
会
連
合
会
の
支
部
活
動
に

つ
い
て
は
、
縮
小
し
な
が
ら

地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
移
行

す
る
方
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
地
区
単
位
で
展
開

す
べ
き
活
動
、
例
え
ば
地
域

福
祉
活
動
や
防
犯
活
動
な
ど
は

地
域
づ
く
り
協
議
会
が
担
い
、

小
単
位
で
実
施
す
べ
き
防
災

活
動
や
環
境
づ
く
り
活
動

な
ど
は
、
従
来
ど
お
り
単
位

自
治
会
が
担
う
と
い
う
構
図
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
変
革
期
に
あ
っ
て
、

自
治
会
連
合
会
の
舵
取
り
が

極
め
て
重
要
で
す
。
地
域
の

活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
治
会
連
合
会
と
単
位
自
治

会
が
一
層
連
携
を
深
め
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

北地区長
岡本 伸夫

東地区長
根本 邦雄

西地区長
吉野 博行



自
治
会
連
合
会
で
は
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

連
合
会
・
地
区
活
動
を
掲
載
し
、
市
の

補
助
金
な
ど
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
情
報
発
信
及
び
交
流
の
場
の
１
つ
と

し
て
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
運
営
を
し

て
い
き
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算

28

平
成　

年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算

29

 収　入
費　　目 決算額（円）

会　　　 費 1,695,000

交　 付　 金 18,216,100

負　 担　 金 565,500

前年度繰越金 661,976

雑　 収　 入 25

合　　　 計 21,138,601

差引残額 823,197 円は翌年度に繰り越す。

 支　出
費　　目 決算額（円）

会　 議　 費 487,155

事　 務　 費 2,574,984

支 部 助 成 費 11,629,775

先進地視察費 829,844

事 業 活 動 費 4,621,146

負　 担　 金 172,500

予　 備　 費 0

合　　　 計 20,315,404

＜ 平成 28 年度 収支決算 ＞

 収　入
費　　目 予算額（円）

会 　 　 費 1,700,000

交　 付　 金 7,749,000

負　 担　 金 684,000

前年度繰越金 823,197

雑　 収　 入 803

合 　 　 計 10,957,000
市による一括交付金制度の導入により、

地区活動助成に係る交付金収入及び
助成費支出が大幅に減となっています。

 支　出
費　　目 予算額（円）

会　 議　 費 600,000

事　 務　 費 2,736,000

助 成 費 1,344,000

視 察 研 修 費 1,050,000

事 業 活 動 費 4,927,000

負　 担　 金 200,000

予　 備　 費 100,000

合 　 　 計 10,957,000

＜ 平成29年度 収支予算 ＞ 「
安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
を
基
本
方
針
に
、

6
つ
の
項
目
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆	

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

	

取
組
み

	
	

防
犯
強
化
月
間
や
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

	
	

ペ
ー
ン
の
実
施
、
安
全
・
安
心
活
動
に
対
す
る

	
	

情
報
提
供
や
支
援
、
啓
発
活
動
、
研
修
会
の

	
	

開
催

◆	

自
治
会
活
動
の
更
な
る
推
進

	
	

各
種
団
体
か
ら
の
依
頼
・
連
絡
事
項
を

	
	

自
治
会
に
対
し
て
伝
達
・
情
報
提
供
、

	
	

単
位
自
治
会
が
抱
え
る
課
題
に
対
す
る

	
	

協
議
、
連
合
会
だ
よ
り
の
発
行

◆	

市
政
へ
の
関
心
を
深
め
、
市
民
の
声
を

	

市
政
等
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
組
み

	
	

市
長
と
自
治
会
長
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
、

	
	

市
三
役
及
び
市
議
会
と
の
懇
談
会
等
の
開
催

◆	

地
域
の
防
災
・
減
災
力
の
更
な
る

	

向
上
に
向
け
た
取
組
み

	
	

家
庭
防
災
の
日
に
て
「
自
助
」
の
意
識
啓
発
、

	
	

防
災
講
演
会
の
開
催
、
防
災
訓
練
の
あ
り
方
の

	
	

検
証
、
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

	
	

推
進
・
検
証

◆	

今
後
の
地
域
組
織
に
対
す
る
取
組
み

	
	

自
治
会
連
合
会
組
織
の
見
直
し
、

	
	

地
域
づ
く
り
協
議
会
組
織
運
営
へ
の

	
	

主
体
的
な
関
わ
り

◆	

協
力
事
業

	
	

地
域
福
祉
、
子
供
・
若
者
健
全
育
成
等
へ
の

	
	

協
力
、
募
金
活
動
等

〜
無
理
せ
ず
、
で
き
る
防
犯
活
動
に
取
組
む
〜

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
安

全
は
、
警
察
が
頑
張
っ
て
活
動
を

し
て
い
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て

無
理
せ
ず
で
き
る
防
犯
活
動
を

し
ま
し
ょ
う
。

～
防
犯
活
動
の
効
果
～

　

防
犯
活
動
は
、
地
域
住
民
の

連
帯
感
を
強
め
、
犯
罪
が
起
こ
り

そ
う
な
時
間
帯
、
場
所
に
目
を

向
け
る
よ
う
に
な
り
、
犯
罪
抑
止

効
果
を
上
げ
ま
す
。

～
防
犯
活
動
の
取
組
み
姿
勢
～

　

地
域
の
防
犯
活
動
は
、
警
察
や

市
、
学
校
等
の
関
係
機
関
・

団
体
と
協
力
し
参
加
者
自
身
の

活
動
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

防
犯
活
動
に
つ
い
て

4
月
15
日
（
土
）
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
で

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
事
業

報
告
・
決
算
、
規
約
の
改
正
、
新
役
員
、
平
成

29
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
等
は
全
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
き
に

わ
た
り
自
治
会
活

動
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
た
方
々
へ

表
彰
状
授
与
を
行
い

ま
し
た
。

http://www.iwatashi-jichikai.jp/

磐田市自治会連合会 検索

自治会連合会ＨＰの紹介

平
成
29
年
度
　
総 

会 

報 

告

磐田市内犯罪発生件数（平成 28 年 1 月～ 12 月）
凶悪犯 粗暴犯 侵入盗 乗物盗 非侵入 知能犯 風俗犯 その他 計

7 99 84 230 376 32 14 165 1007


